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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

州
地
連
の
更
な
る
追
及
で
５

月
30
日
の
交
渉
に
局
長
が
出

席
。
福
岡
支
部
結
成
か
ら
33

年
目
に
し
て
つ
い
に
局
長
出

席
を
勝
ち
取
っ
た
。

庁
・
局
は
当
局
の
出
す
交

全
国
税
九
州
地
連
の
「
局

長
交
渉
申
し
入
れ
」
に
対
し

て
、
福
岡
局
と
熊
本
局
の
当

局
は
、
長
年
局
長
の
出
席
を

拒
否
し
て
き
た
。

国
税
労
組
の
席
に
は
局
長

渉
速
報
に
つ
い
て
、
全
国
税

を
２
面
に
配
置
し
、
記
事
量

は
国
税
労
組
よ
り
少
な
く
す

る
と
い
う
差
別
扱
い
を
し
て

き
た
。
全
国
税
東
北
地
連
、

九
州
地
連
な
ど
が
問
題
と
し

を
抑
え
た
い
と
す
る
当
局
の

不
法
行
為
が
、
許
さ
れ
る
は

ず
も
な
い
。
だ
が
、
交
渉
速

報
の
差
別
扱
い
は
ま
だ
２
局

で
続
い
て
い
る
。
す
っ
き
り

是
正
す
べ
き
だ
。

が
出
席
し
て
お

り
、
明
ら
か
な

不
法
行
為
で
あ

る
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
是

正
を
求
め
て
九

州
地
連
が
粘
り

強
く
た
た
か
っ

て
き
た
と
こ

ろ
、
ま
ず
、
熊

本
局
で
局
長
が

出
席
し
た
。
そ

の
際
、
福
岡
の

当
局
は
「
本
家

の
動
き
を
見
て

か
ら
」
な
ど
と

先
延
ば
し
に
し

て
い
た
が
、
九

て
平
等
扱
い
を

実
現
さ
せ
た
。

熊
本
局
の
場
合

は
両
組
合
別
々

２

面

だ

て

と

し
、
完
全
同
等

扱
い
と
し
た
。

本
部
も
長
年

問
題
を
指
摘
し

て

き

た

と

こ

ろ
、
５
月
26
日

の
長
官
交
渉
か

ら
庁
の
「
時
報
」

が
行
数
で
両
組

合
ま
っ
た
く
同

等
の
扱
い
に
。

差
別
扱
い
で

全
国
税
の
影
響

熊本、福岡局長が交渉出席
「時報」「総務情報」扱い同等に

全国税労働組合「第64回定期大会」を次のとおり
開催しますので、規約23条により告示します。

記

【日　時】 2006年８月26日（土）～28日（月）

【会　場】 アワーズイン阪急　　品川区大井町１―50―５
電話　03（3775）8441 FAX 03（3778）3861

【主な議題】
①　2005年度一般経過報告など諸報告
②　2005年度決算報告
③　2006年度運動方針（案）
④　2006年度財政方針（案）ならびに予算（案）
⑤　2006年度税研運動方針（案）
⑥　役員・中央委員の選出
⑦　その他

以上
2006年７月10日

全国税労働組合
中央執行委員長　岡田　俊明

自
民
・
公
明
両
党
は
歳
出

削
減
方
針
で
与
党
合
意
に
達

し
、
今
後
５
年
間
で
公
務
員

賃
金
を
２
・
６
兆
円
削
減
す

る
と
し
た
。

人
事
院
は
今
年
か
ら
、
比

較
企
業
規
模
を
50
人
ま
で
引

下
げ
て
民
間
給
与
を
調
査
し

極
的
に
受
け
と
め
る
姿
勢
で

あ
り
、
与
党
合
意
の
圧
力
に

屈
す
る
恐
れ
が
大
き
い
。

俸
給
引
下
げ
な
ら
現
給
保

障
分
を
引
下
げ
る
と
人
事
院

は
言
う
。
現
給
保
障
だ
か
ら

安
心
と
は
い
か
な
い
。
人
事

院
に
職
員
側
か
ら
圧
力
を
。

て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
結
果

を
今
年
か
ら
人
勧
に
反
映
さ

せ
る
か
は
、
明
言
し
て
い
な

い
。
し
か
し
、
昨
今
の
人
事

院
は
、
民
主
党
の
圧
力
で
拘

束
時
間
を
す
ば
や
く
延
長
し

た
よ
う
に
、
人
事
院
存
続
の

た
め
に
は
公
務
員
攻
撃
を
積

自
民
・
公
明
で
賃
下
げ
圧
力

策
を
仕
掛
け
て
い
る
。

ナ
ン
バ
ー
統
括
の
上
席
並

み
位
置
づ
け
、
つ
ま
り
準
調

か
ら
決
議
ま
で
完
結
す
る
実

地
調
査
件
数
を
上
席
並
み
に

統
括
に
も
た
せ
る
試
行
が
、

「
活
性
化
」
の
名
の
下
に
展

開
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

こ
の
施
策
が
件
数
競
争
に

結
び
つ
く
恐
れ
も
あ
る
。

勤
務
条
件
や
仕
事
内
容
を

コ
ロ
コ
ロ
変
え
ら
れ
、
尻
叩

き
ば
か
り
で
は
職
務
に
専
念

も
よ
い
仕
事
も
で
き
な
い
。

社
会
保
険
庁
の
轍
を
踏
む

の
か
、
他
山
の
石
と
し
て
国

民
の
要
請
に
応
え
る
の
か
、

ト
ッ
プ
の
選
択
は
重
い
。

高
密
度
化
の
事
務
手
順
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
た
め
失
敗

は
許
さ
れ
な
い
と
、
試
行
目

的
が
逆
転
し
た
な
か
で
の
圧

力
も
大
き
い
。

国
税
労
組
は
、
実
態
の
分

析
も
示
さ
ず
、
早
々
と
推
進

す
る
立
場
を
表
明
し
た
が
、

組
合
員
を
ど
こ
に
追
い
込
も

う
と
い
う
の
か
。

拡
大
し
た
48
署
間
で
、
高

密
度
化
を
競
い
合
う
こ
と
は

絶
対
に
避
け
る
べ
き
だ
。

調
査
で
は
件
数
増
が
目
的

化
し
て
き
た
。

調
査
件
数
の
落
ち
込
み
に

危
機
感
を
も
つ
当
局
は
、

次
々
と
件
数
増
に
向
け
た
施

事
を
は
り
つ
け
て
空
き
時
間

を
な
く
す
高
密
度
化
が
試
行

目
的
だ
。
ラ
イ
ン
に
追
わ
れ

ト
イ
レ
に
行
く
時
間
も
管
理

さ
れ
る
生
産
工
場
の
労
働
者

と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
も
十

分
な
研
修
も
な
く
、
専
門
外

の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
る
。

オ
ラ
、
こ
ん
な
村
イ
ヤ
だ
ぁ
ー

３
日
「
予
告
」
、
10
日

発
令
の
人
事
異
動
。
編
集

日
の
関
係
で
、
発
令
内
容

の
分
析
記
事
は
次
号
と
な

る
の
で
了
承
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
発
令
に
関
す

る
意
見
や
情
報
提
供
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
不

当
な
発
令
に
は
抗
議
し
て

撤
回
を
求
め
よ
う
。

地
域
手
当
の
影
響
が
広

が
る
新
給
与
制
度
、
拘
束

時
間
延
長
、
転
居
・
単
身
、

宿
舎
の
売
却
・
移
転
な

勤務地の影響大

不当発令は撤回要求を

人
事
発
令

ど
、
人
事
が
否
応
な
く
影

響
す
る
。
職
員
の
希
望
尊

重
へ
の
思
い
は
強
ま
っ
て

い
る
の
だ
が
、
当
局
の
姿

勢
が
発
令
に
ど
う
反
映
し

「
職
場
が
ガ
タ
つ
い
て
い

る
。
何
で
こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
た
ん
だ
」
と
あ
る
幹
部
職

員
が
嘆
息
を
漏
ら
し
た
。

新事務年度
スタート！

た
の
か
注
目
さ
れ
る
。

新
制
度
で
の
勤
勉
手
当

の
成
績
率
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
自
分
の
成
績
率
を

確
認
し
よ
う
。

新
事
務
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
拘
束
時
間
延
長
の

ス
タ
ー
ト
で
も
あ
る
。

発
令
日
ま
で
の
暫
定
で
、

各
職
員
が
勤
務
時
間
割
り
振

り
を
選
択
し
た
。
部
門
や
フ

ロ
ア
で
い
っ
し
ょ
に
仕
事
を

し
て
い
る
職
員
の
出
勤
時
間

と
退
庁
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
。

昼
休
み
に
い
っ
し
ょ
に
食
事

も
で
き
な
い
。
一
体
感
は
確

実
に
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

自
分
の
退
庁
時
間
で
ス
パ

ッ
と
帰
れ
な
い
状
況
が
早
く

も
生
ま
れ
、
実
質
労
働
時
間

の
延
長
に
も
な
っ
て
い
る
。

48
署
に
拡
大
さ
れ
た
内
部

事
務
一
元
化
の
試
行
。

先
行
試
行
署
の
内
部
担
当

は
「
と
に
か
く
転
勤
し
た
い
」

と
口
を
揃
え
て
い
う
。

日
替
り
・
時
間
割
り
で
仕

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
無
条
件
で
生
き

ま
す
が
、
白
二
子
の
取
り
方

に
工
夫
が
必
要
で
す
。

（
10
分
で
二
、
三
段
以
上
）

ス
ト
が
盗
ま
れ
た
」
と
、
警

察
に
届
出
が
あ
っ
た
と
28
日

付
朝
日
新
聞
で
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
街
中
に
あ
る
四
角
の

鉄
製
で
重
さ
約
50
キ
ロ
、
支

柱
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め

ら
れ
て
い
る
▼
同
日
付
の
日

経
新
聞
で
は
、
「
郵
政
公
社

が
全
国
１
０
４
８
の
郵
便
局

で
集
配
業
務
を
取
り
や
め
」

と
報
じ
て
い
る
。
公
社
は

「
顧
客
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
す

る
」
と
し
て
い
る
が
、
民
間

会
社
と
な
れ
ば
利
潤
追
求
は

至
上
命
題
。
銀
行
が
店
舗
を

統
廃
合
し
て
い
る
よ
う
に
、

民
営
化
後
の
郵
便
局
廃
止
も

あ
る
の
で
は
▼
「
郵
便
ポ
ス

ト
が
な
く
な
る
」
不
便
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
犯
行

を
？
　
…
民
営
化
後
の
将
来

を
暗
示
し
て
い
る
と
思
う
の

は
考
え
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

「
集
配
、
ポ
ス

ト
が
な
い
…
」

６
月
27
日
午
後

１
時
ご
ろ
、
鹿

児
島
県
鹿
屋
市

の
鹿
屋
郵
便
局

か
ら
「
郵
便
ポ

■
と
に
か
く
出
た
い

■
は
や
く
も
実
働
延
長

■
統
括
は
ど
こ
に

ガ
タ
つ
く
職
場

ゆ
と
り
と
落
ち
着
き
を

第64回 定期大会告示
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「
長
官
特
命
特
別
監
督
」

は
「
職
場
の
活
性
化
の
た
め

の
方
策
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

耳
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
監

督
評
価
官
に
下
さ
れ
て
い
た

「
使
命
」
だ
。
こ
の
結
果
、

な
に
が
生
じ
る
の
か
。

下
欄
は
あ
る
局
で
検
討
さ

れ
て
い
る
新
施
策
で
、
「
署

一
般
部
門
の
活
性
化
に
向
け

た
取
組
み
」
と
な
っ
て
い
る
。

当
局
は
、
「
今
後
迎
え
る

大
量
退
職
・
大
量
採
用
期
を

見
据
え
、
署
一
般
部
門
の
活

性
化
」
が
喫
緊
の
課
題
と
の

認
識
か
ら
、
「
能
力
の
最
大

限
の
発
揮
」
と
「
責
任
（
役

点
で
、
全
国
税
が
か
ね
て
か

ら
要
求
し
て
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
た
方
向
が
一
部
示
さ
れ

た
。
こ
の
施
策
が
上
席
の
労

働
強
化
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
。
肝
心
な
こ
と
は
、
上
席

の
調
査
件
数
削
減
を
明
示

し
、
上
席
６
級
格
付
け
に
結

び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

局
優
先
、
機
能
別
部
門
重

視
、
若
手
抜
擢
な
ど
、
一
般

部
門
の
上
席
の
「
や
る
気
」

を
押
し
つ
ぶ
す
人
事
運
用
を

転
換
し
、
一
般
部
門
の
上
席

に
人
事
上
の
光
を
当
て
る
こ

と
も
喫
緊
の
課
題
だ
。

ま
た
、
注
目
さ
れ
る
の
は

割
）
意
識
・
競
争
意
識
の
醸

成
」
を
図
ろ
う
と
い
う
の
だ
。

裏
を
返
せ
ば
、
当
局
が
職

場
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る

か
が
読
み
取
れ
る
。
署
の
一

般
部
門
、
と
り
わ
け
コ
ア
業

務
で
あ
る
調
査
・
徴
収
事
務

の
一
般
部
門
は
活
気
が
な

い
、
上
席
層
の
働
き
は
鈍
い

し
、
統
括
は
稼
い
で
い
な
い
、

と
言
い
た
い
の
だ
ろ
う
。

17
年
７
月
１
日
現
在
、
上

席
は
２
万
２
０
４
２
人
で
、

国
税
職
員
の
40
％
を
占
め
る

と
い
う
異
常
な
職
員
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
席
層

の
役
割
を
見
直
そ
う
と
い
う

「
長
官
特
命
特
別
監
督
」

上
席
・
統
括
の
有
効
活
用
と
は
？

コールセンターで
楽になるどころか…

６
月
滞
納
整
理
月
間
、
東

京
局
Ｈ
署
の
Ａ
徴
収
官
は
５

時
ま
で
外
回
り
、
帰
署
は
５

時
過
ぎ
、
残
務
整
理
で
連
日

残
業
と
い
う
日
課
を
繰
り
返

え
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

ど
っ
と
増
え
た
滞
納
の
整

理
に
、
当
局
は
６
月
を
滞
納

整
理
月
間
と
し
て
徴
収
職
員

を
駆
り
立
て
た
。
東
京
局
の

周
辺
署
で
は
「
１
日
で
15
件

ま
わ
れ
。
そ
れ
を
４
日
間
で

計
60
件
だ
」
と
ノ
ル
マ
設
定
。

納
税
者
が
不
在
で
文
書
を
置

い
て
く
る
だ
け
で
も
15
件
は

ギ
リ
ギ
リ
。
納
税
者
と
接
触

と
な
れ
ば
、
当
然
話
し
合
い

と
な
り
、
１
日
15
件
は
、
と

う
て
い
ム
リ
。

外
回
り
時
間
を
９
時
か
ら

４
時
半
ま
で
の
６
時
間
30
分

と
し
て
３
９
０
分
。
１
件
当

た
り
26
分
と
い
う
時
間
配
分

だ
。
い
き
お
い
昼
休
み
を
つ

国
税
労
働
組
合
運
動
は
、

１
９
４
６
年
５
月
16
日
の
全

国
財
務
職
員
組
合
連
合
会
の

結
成
以
来
60
年
と
な
り
、
い

ま
も
全
国
税
が
そ
の
灯
を
と

も
し
続
け
て
い
る
。

節
目
の
年
に
当
た
り
、
全

国
税
は
「
60
年
の
歩
み
・
写

真
集
」、「
国
税
の
労
働
組
合

運
動
史
年
表
」、「
機
関
紙
縮

刷
版
」
を
発
行
し
た
。

全
国
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ぶ
し
、
５
時
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

回
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

Ａ
徴
収
官
が
特
別
な
わ
け

で
は
な
く
、
徴
収
職
員
全
体

が
件
数
に
追
い
ま
く
ら
れ
、

６
月
中
に
終
え
る
事
務
年
度

の
ま
と
め
事
務
が
、
執
務
時

間
中
で
は
手
が
つ
か
ず
連
日

残
業
で
や
ら
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

徴
収
職
員
に
し
て
み
れ
ば

処
理
件
数
が
進
む
こ
と
で
張

★署が取り組む施策
（基本的な考え方）
１．署一般部門の職員が有する各種能力の引き出

し。調査・徴収事務の質的向上。各職員の能力

向上と組織全体の活性化。

２．調査・徴収事務日数の有効活用（質的・量的

有効活用)。

３．施策の実施状況の注視、マネージメント機能

の発揮。

★署一般部門活性化策

１．一般調査部門のグループ運営

署の実情（各部門の構成、調査経験など）に

応じて、分担部門にかかわらず調査事務に係る

指令及び進行管理を実施する。

２．人材の有効活用策

（ア）上席調査官のうち適任者を調査支援担当者と

して指名し、部門職員〈部門超も考慮〉の調査

支援を行わせる。

（イ）上席調査官のうち適任者を選定補助者として

指名し、選定事務の補助を行わせる。

（ウ）上席調査官の中から「チーフ上席」を指名し、

個々の部門の運営に関して統括官の補助的な役

割を担わせる。

（エ）若手の上席調査官を若手職員の指導担当者と

して指名し、調査能力の向上を図る。

で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
複
数

の
大
学
か
ら
「
写
真
集
や
年

表
を
大
学
図
書
館
の
所
蔵
図

書
と
し
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
寄

贈
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望

が
届
い
て
い
る
。

ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
も
依
頼

が
あ
り
、
全
国
税
本
部
は
さ

っ
そ
く
送
付
・
寄
贈
し
た
。

歴
史
を
伝
え
る
価
値
あ
る

一
冊
。
国
税
の
組
合
運
動
は

ひ
と
味
も
ふ
た
味
も
違
う
。

ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
も
き
た

り
合
い
が
生
ま
れ
る
。
だ
が
、

「
軽
い
」
事
案
は
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、

署
の
職
員
は
濃
淡
の
「
濃
」

を
分
担
す
る
た
め
件
数
が
進

ま
ず
気
分
的
に
も
き
つ
く
な

っ
て
い
る
。
し
か
も
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
と
の
引
継
ぎ
や

二
元
管
理
で
、
署
サ
イ
ド
は

事
務
負
担
が
増
え
、
量
的
整

理
は
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う

の
が
実
態
だ
と
い
う
。

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
職
員
は
、

「
当
局
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
の
件
数
処
理
が
す
す
ん
だ

勤
職
員
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
33
人

を
期
間
限
定
（
４
／
26
〜

６
／
30
）
で
雇
用
し
、
月
間

に
働
か
せ
た
。
セ
ン
タ
ー
処

理
が
増
加
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
雇

用
形
態
と
仕
事
の
進
め
方
は

問
題
だ
。

税
制
改
正
に
見
合
う
職
員

増
を
行
わ
ず
、
場
当
た
り
的

に
号
令
を
発
し
て
尻
叩
き
を

す
る
当
局
に
、
滞
納
整
理
事

務
を
担
う
徴
収
職
員
は
心
底

怒
っ
て
い
る
。

と
喧
伝
す
る
だ
ろ
う
が
、
署

が
文
書
催
告
し
た
も
の
で
納

付
と
な
っ
た
件
数
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
る
の
が
実
態
だ
」

と
指
摘
し
、
「
徴
収
は
労
働

強
化
の
態
勢
に
向
か
っ
て
い

る
が
、
絶
対
量
が
増
え
て
い

る
の
だ
か
ら
正
規
職
員
を
増

や
さ
な
い
と
無
理
だ
。
仕
事

の
や
り
方
で
署
の
徴
収
職
員

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
い

と
、
き
つ
く
な
る
割
に
は
効

果
が
上
が
ら
な
い
こ
と
に
な

る
」
と
警
告
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
東
京
局
は
非
常

一
般
調
査
部
門
の
グ
ル
ー
プ

運
営
で
あ
る
。
要
は
副
署
長

な
り
１
統
括
が
指
令
か
ら
復

命
・
進
行
管
理
を
や
る
の

で
、
一
般
部
門
の
統
括
は
カ

バ
ン
を
持
っ
て
調
査
に
出

ろ
、
と
い
う
方
向
で
あ
る
。

統
括
に
対
す
る
尻
叩
き
、
こ

れ
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

国税労働組合運動
写真集・年表

注目度アップ

〈
解
答
〉

黒
１
の
置
き
か

ら
３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。

白
４
に
黒
５
で
黒
生
き
で

す
。
黒
１
で
３
は
白
イ
。
ま

た
黒
１
で
ロ
は
白
イ
以
下
コ

ウ
。
白
２
で
４
な
ら
黒
５
で

黒
生
き
で
す
。

１
件
26
分
で
ま
わ
れ
！

追
わ
れ
、
追
わ
れ
る
徴
収
職
員

シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト

（
二
題
）

〈
近
畿
地
連
〉

世
間
を
騒
が
す
シ
ン
ド
ラ

ー
社
製
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
す
が
、
そ
の
安
さ
の
た

め
に
官
公
庁
で
も
採
用
が

多
い
と
い
う
。
旭
、
八
尾
、

住
吉
、
泉
佐
野
、
大
淀
、

明
石
で
、
現
在
、
使
用
が

中
止
さ
れ
て
い
る
模
様
。

〈
関
信
・
朝
霞
〉

６
月
８
日
か
ら
３
週
間
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
使
用
中

止
と
な
っ
て
い
る
。
３
階

の
法
人
で
は
、
廃
棄
簿
書

が
段
ボ
ー
ル
（
大
）
50
個

あ
り
、
１
階
ま
で
人
海
戦

術
と
な
り
そ
う
。

開
き
直
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

【
兵
庫
県
支
部
】

「
夢
と
希
望
」
を
持
っ

て
働
き
始
め
て
20
年
超
。

か
つ
て
の
麗
し
き
青
年
達

も
、
長
年
の
職
場
や
家
庭

の
苦
労
で
少
々
お
疲
れ
気

味
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
場
を
動
か
し
て
き
た

の
は
、
お
世
辞
が
う
ま
く

て
世
渡
り
上
手
で
出
世
し

て
き
た
エ
ラ
イ
人
達
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
黙
々

と
真
面
目
に
勤
め
続
け
て

き
た
私
た
ち
名
も
な
い
中

高
年
が
、
税
務
の
職
場
を

支
え
て
い
ま
す
。

当
局
は
、
特
権
幹
部
の

「
顧
問
先
斡
旋
」
に
熱
心

で
す
が
、
私
達
ベ
テ
ラ
ン

中
高
年
の
処
遇
に
は
冷
酷

で
す
。
こ
こ
ま
で
き
た
ら
、

も
う
迷
う
こ
と
も
失
う
も

の
も
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い

意
味
で
の
「
開
き
直
り
」

が
大
事
で
す
。
開
き
直
っ

て
「
全
国
税
に
加
入
」
し

て
み
た
ら
、
ま
た
別
の
人

生
が
開
け
る
か
も
…
…
。

電
気
代
よ
り
も
仕
事
を
…

【
近
畿
地
連
】

省
エ
ネ
対
策
な
の
か
総

務
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
コ
ン

セ
ン
ト
は
帰
る
際
、
抜
い

て
下
さ
い
と
の
指
示
が
。

そ
う
言
う
総
務
の
人
は
慢

性
的
に
残
業
で
、
電
気
代

が
か
か
る
の
で
は
…
。
確

か
に
総
括
部
門
や
総
務
で

は
仕
事
の
量
も
多
く
、
残

ら
ざ
る
得
な
い
こ
と
も
あ

る
。
慢
性
的
な
残
業
を
無

く
す
こ
と
も
省
エ
ネ
対
策

に
つ
な
が
る
の
で
は
？

７
月
１
日
か
ら
は
勤
務
時

間
も
延
長
さ
れ
余
計
に
電

気
代
が
…
。

ち
ぐ
は
ぐ
な
施
策
で
私

達
は
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

目
を
背
け
る
道
国
税

【
北
海
道
地
連
】

道
国
税
札
幌
南
支
部
は

「
署
長
か
ら
無
断
捜
索
に

つ
い
て
謝
罪
が
あ
り
組
合

と
し
て
は
問
題
は
整
理
さ

れ
た
と
の
認
識
」
と
機
関

紙
で
報
じ
た
。
職
場
か
ら

は
「
人
権
侵
害
の
問
題
が

残
っ
て
い
る
の
に
ど
う
し

て
目
を
背
け
る
の
か
」
な

ど
露
骨
に
不
信
の
声
が
上

が
っ
た
。

７
署
統
合
の
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置

【
東
京
・
東
京
東
支
部
】

足
立
署
の
相
談
室
が
廃

止
さ
れ
上
野
に
周
辺
７
署

の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
。

配
置
さ
れ
る
14
人
は
全

員
相
談
官
と
の
こ
と
。
相

談
室
の
廃
止
は
納
税
者
サ

ー
ビ
ス
か
ら
も
逆
行
し
て

い
る
。


